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再エネ価値を取引する2つの市場

現行の市場は、小売事業者が高度化法に基づく義務を達成する高度化
法義務達成市場（義務市場）と、需要家が直接、環境価値を取引する
再エネ価値取引市場（自主市場）に分かれる

炭素価値を取引する炭素市場でも、制度によって設けられた排出制限
（＝キャップ、排出枠）を取引する市場（義務市場）と、企業が自主
的に設定した目標を達成する目的で炭素クレジットを調達する市場
（自主市場）が存在

市場参加者 取引対象

再エネ価値取引市場 小売電気事業者＋需要家 FIT電源

高度化法義務達成市場 小売電気事業者 非FIT電源
（再エネ指定あり・なし）



制度によって認められた証書・クレジットであれば、裁定取引により
価値が収斂

義務市場では一物一価

データ：www.quandl.com（21/4/16まで），Investing (4/17以降）

EU ETSの排出枠（EUA）取引価格



自主市場では一物多価

基本となる炭素価値（CCP）以外に、様々な属性による追加的な環境
価値によって差別化。それらを反映し、複数の価格が形成される

データ： https://carboncredits.com/voluntary-carbon-credit-buyers-willing-to-pay-more-for-quality/



単一価格のメリット・デメリット

明確な価格シグナルとして機能する一方、コストの高い対策に対し、
市場価格でのインセンティブ付与は、費用負担が多大となり非現実的

p=p0

実現する対策

~~

Tech-based Carbon Capture

Natural Carbon Capture,

CEC

Household Devices
Nature-based 

Avoidances

Methane Collection

Industrial 

Pollutants

Renewable Energy



差別化のメリット

義務市場（p=p0）に加えて、自主市場で高品質の証書・クレジットに
高い価値（p=p1）がつく場合、全体の費用を抑えつつ、コストの高い
対策へのインセンティブ付与が可能
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高品質再エネ市場を拡大する“24/7 CFE”

リアルタイムで消費電力のカーボンフリー化を進める国際イニシアティブ。
米国IT企業、教育機関、エネルギー会社、投資会社・金融機関などから160を
超える組織が加盟し、以下の行動原則の下で質の高い再エネ電力を調達

1. 時間単位での需給一致

2. 消費地での調達

3. 技術の包括

4. 新規電源の拡大

5. 電力システムへの影響最大化

出典：https://24-7cfe.com/



中古車（レモン）市場の問題

証書・クレジットの環境価値を正しく認識できない場合、低品質品
（レモン）が多く流通し、市場価格を引き下げる結果、市場が縮小し、
高品質品が市場から排斥される（G. Akerlof）

原因は買手・売手間の情報の非対称性

証書・クレジットの環境価値を正しく表示し、買手の認識力を高める
ことが大切

環境価値が正しく算定されているか？（価値の二重訴求回避）

「追加性」のある対策か？

 2050年CNに寄与する対策か？

生物多様性や地域住民への配慮が十分になされているか？



まとめ

 2つの市場（義務市場と自主市場）で取引される環境価値
 FIT電源 →再エネ価値取引市場（自主市場）

 非FIT電源 →高度化法義務達成市場（義務市場）

 義務市場では一物一価、自主市場では一物多価

 義務市場（単一価格）は明確な価格シグナルとして機能

 自主市場はより高い環境価値を含む高コストな対策へのインセン
ティブの付与に有効

ただし、

 自主市場を発展させるには、証書・クレジットの環境価値を正しく
表示し、買手の認識力を高めるための制度基盤の整備が不可欠
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